
８ 身体障害者手帳等について 

 

（１）心臓機能障害（ペースメーカ等埋め込み者）及び肢体不自由（人工関節

等置換者）に係る障害認定基準の見直しについて 

心臓機能障害におけるペースメーカ等植え込み者に係る障害認定について

は、ペースメーカ等を取り外すことは生命の維持に支障を来たすのが一般的で

あること等から、１級に認定されている。 

また、肢体不自由における人工関節等置換者に係る障害認定については、関

節が全廃しているものとして、股・膝関節４級、足関節５級に認定されている。 

しかしながら、医療技術の進歩により、術後は社会生活等に大きな支障がな

い程度にＡＤＬ（日常生活動作）が改善する場合が多いとの指摘がある。 

このため、医学専門家によるワーキンググループにおいて検討を行い、肢体

不自由（人工関節等置換者）については、平成 24 年 11 月 28 日に、心臓機能

障害（ペースメーカ等植え込み者）については、本年９月 13 日に見直し案が

取りまとめられたところである（関連資料 11）。 

今後は、本日（11 月 11 日）開催の疾病・障害認定審査会身体障害認定分科

会で審議を行い、見直し案について了承が得られた場合、平成 26 年４月から

の施行に向け、通知改正等の作業を行うこととしている。なお、その内容につ

いては、随時情報提供する予定としているのでご了知願いたい。 

 

（２）その他（産科医療補償制度の周知について） 

  産科医療補償制度は、分娩に関連して発症した重度脳性麻痺児とその家族の

経済的負担を速やかに補償するとともに、脳性麻痺発症の原因分析を行い、同

じような事例の再発防止に資する情報を提供することなどにより、紛争の防

止・早期解決及び産科医療の質の向上を図ることを目的に平成 21 年１月に創

設された制度であり、（公財）日本医療機能評価機構において実施している。 

  本制度の申請期限は児の満５歳の誕生日までとなっており、制度を開始した

平成 21 年に生まれた児は、平成 26 年年初より順次補償申請の期限を迎えるこ

ととなり、制度の周知が不十分であれば、当制度を知らないまま申請期限が過

ぎ、補償対象にもかかわらず補償を受けることができないという事態が生じる

おそれがある。 

このため、当機構より、障害保健福祉部に対し、制度の周知について協力依

頼があったことから、本制度及びその申請期限について、各市区町村の障害者

手帳の窓口等において、関連資料 12 を活用するなどにより、周知いただくよ

うお願いしたい。 

  なお、不明な点やポスター・チラシ等配付資料が必要な場合（随時無料にて

送付）については、産科医療補償制度専用コールセンター（０１２０－３３０

６３７）までお願いしたい。 
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身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
で
、

・
心
臓
機
能
障
害
に
お
け
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
を
装
着
し
て
い
る
者
は
、
一
律
に
１
級
と
し
て

認
定
し
て
い
る
。

・
ま
た
、
肢
体
不
自
由
に
お
け
る
人
工
関
節
等
の
置
換
術
を
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

①
股
関
節
・
膝
関
節
に
人
工
関
節
等
を
置
換
し
て
い
る
場
合
は
一
律
４
級

②
足
関
節
に
人
工
関
節
等
を
置
換
し
て
い
る
場
合
は
一
律
５
級

と
し
て
、
認
定
し
て
い
る
。

心
臓
機
能
障
害
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
植
え
込
み
者
）及
び
肢
体
不
自
由

（
人
工
関
節
等
置
換
者
）の
障
害
認
定
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
社
会
生
活
に
大
き
な
支
障
が
な
い
程
度
に
日
常
生
活
能
力

（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
が
改
善
し
て
い
る
方
が
多
い
（厚
生
労
働
科
学
研
究
の
報
告
等
）

専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
（
次
頁
参
照
）

現
在
の
取
扱
い

疾
病
・
障
害
認
定
審
査
会
身
体
障
害
認
定
分
科
会
で
の
見
直
し
案
の
審
議

関
連
資
料

11
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氏
名

所
属
及
び
職
名

○
和
泉
徹

恒
仁
会
新
潟
南
病
院
統
括
顧
問

北
里
大
学
名
誉
教
授

岩
谷
力

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問

◎
江
藤
文
夫

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧
問

本
江
純
子

府
中
恵
仁
会
病
院
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
附
属

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
所
長

奥
村
謙

日
本
不
整
脈
学
会
会
頭

（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
教
授
）

小
野
稔

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
心
臓
外
科
教
授

牧
田
茂

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
教
授

氏
名

所
属
及
び
職
名
（
当
時
）

○
伊
藤
利
之

横
浜
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
顧
問

岩
谷
力

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
副
大
学
院
長

◎
江
藤
文
夫

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
総
長

中
村
耕
三

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局
長

龍
順
之
助

日
本
大
学
名
誉
教
授
、
総
合
東
京
病
院
顧
問

織
田
弘
美

埼
玉
医
科
大
学
整
形
外
科
教
授

吉
永
勝
訓

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

人
工
関
節
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員
名
簿

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員
名
簿

◎
：
座
長
○
：
座
長
代
理

◎
：
座
長
○
：
座
長
代
理
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ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
状
況
及
び
見
直
し
案
の
内
容
に
つ
い
て

【
人
工
関
節
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】

平
成
２
４
年
１
１
月
２
８
日
開
催

（
見
直
し
案
の
主
な
内
容
）

○
人
工
関
節
等
の
置
換
術
後
の
障
害
の
状
態
（
関
節
可
動
域
等
）
を
評
価
し
、

・
股
関
節
、
膝
関
節
に
つ
い
て
は
、
４
級
、
５
級
、
７
級
、
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に

・
足
関
節
に
つ
い
て
は
、
５
級
、
６
級
、
７
級
、
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に

認
定
を
行
う
。

・
制
度
改
正
後
、
新
た
に
申
請
す
る
者
に
対
し
て
適
用
す
る
。

【
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
障
害
認
定
の
評
価
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】

第
１
回

平
成
２
５
年
６
月
１
７
日
開
催

第
２
回

平
成
２
５
年
８
月
１
９
日
開
催

第
３
回

平
成
２
５
年
９
月
１
３
日
開
催

（
見
直
し
案
の
主
な
内
容
：
詳
細
は
次
頁
参
照
）

○
心
臓
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
や
体
内
植
え
込
み
型
除
細
動
器
へ
の
依
存
度
、
日
常
生
活

活
動
の
制
限
の
程
度
を
勘
案
し
て
１
級
、
３
級
又
は
４
級
の
認
定
を
行
う
。

○
一
定
期
間
（
３
年
）
以
内
に
再
認
定
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

○
先
天
性
疾
患
に
よ
り
装
着
し
た
も
の
及
び
人
工
弁
移
植
・
弁
置
換
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
１
級
と
す
る
。

○
再
認
定
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
診
査
年
月
を
手
帳
に
も
記
載
す
る
。
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
以
外
の
再
認
定
に
も
適
用
）

○
制
度
改
正
後
、
新
た
に
申
請
す
る
者
に
対
し
て
適
用
す
る
。
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心
臓
機
能
障
害
の
認
定
基
準
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
植
え
込
み
者
）
の
見
直
し
案
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

○
再
認
定
の
徹
底
に
つ
い
て

○
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
植
え
込
み
者
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
活
動
の
制
限
の
程
度
が
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
年
以
内

に
再
認
定
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
そ
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
す
る
際
、
診
査
を
実
施
す
る
年
月
を
身
体
障
害

者
手
帳
に
も
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

○
上
記
の
取
扱
い
（
手
帳
へ
の
記
載
）は
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
に
係
る
再
認
定
の
場
合
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
再
認
定
に
適
用
す
る
。

○
等
級
の
基
準
に
つ
い
て

《
植
え
込
み
直
後
》

（
１
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
絶
対
的
な
も
の
※
１

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
※
２
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
※
３
の
値
が
２
未
満
の
も
の

※
１
日
本
循
環
器
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
推
奨
度
の
グ
レ
ー
ド
が
ク
ラ
ス
Ⅰ
に
相
当
す
る
状
態
に
対
し
て
植
え
込
み
し
た
場
合

※
２
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ク
ラ
ス
Ⅱ
以
下
の
状
態
に
対
し
て
、
植
え
込
み
を
行
っ
た
場
合

※
３
メ
ッ
ツ
：
身
体
能
力
活
動
を
示
す
値
（
運
動
時
の
酸
素
消
費
量
が
、
安
静
時
の
何
倍
に
相
当
す
る
か
を
示
す
運
動
強
度
の
単
位
）

（
３
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
家
庭
内
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
以
上
４
未
満
の
も
の

（
４
級
）
心
臓
機
能
の
障
害
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
の
値
が
４
以
上
の
も
の

《
再
認
定
（
３
年
以
内
）
》

（
１
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
未
満
の
も
の

（
３
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
家
庭
内
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
以
上
４
未
満
の
も
の

（
４
級
）
心
臓
機
能
の
障
害
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

【
解
釈
】
メ
ッ
ツ
の
値
が
４
以
上
の
も
の
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○
「
不
整
脈
の
非
薬
物
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(2
01

1年
改
訂
版

) 」
（
日
本
循
環
器
学
会
）
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
推
奨
度
の
グ
レ
ー
ド

（
１
）
ク
ラ
ス
Ⅰ
：
有
益
で
あ
る
と
い
う
根
拠
が
あ
り
、
適
応
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に
同
意
さ
れ
て
い
る

（
２
）
ク
ラ
ス
Ⅱ
ａ
：有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
い
も
の

（
３
）
ク
ラ
ス
Ⅱ
ｂ
：有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
少
な
い
も
の

（
４
）
ク
ラ
ス
Ⅲ
：
有
益
で
な
い
ま
た
は
有
害
で
あ
り
、
適
応
で
な
い
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る

○
メ
ッ
ツ
：
Ｍ
Ｅ
Ｔ
ｓ
（
Ｍ
ｅ
ｔａ
ｂ
ｏ
ｌｉｃ
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉｖ
ａ
ｌｅ
ｎ
ｔｓ
）

運
動
時
の
酸
素
消
費
量
が
、
安
静
時
の
何
倍
に
相
当
す
る
か
を
示
す
運
動
強
度
の
単
位

例
２
メ
ッ
ツ
未
満
：
ベ
ッ
ト
等
で
安
静
が
必
要
な
状
態

２
メ
ッ
ツ
以
上
４
メ
ッ
ツ
未
満
：
平
地
歩
行
が
で
き
る
状
態

４
メ
ッ
ツ
以
上
：
早
歩
き
や
坂
道
歩
き
が
で
き
る
状
態

（
参
考
）

○
認
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
（
別
途
課
長
通
知
）

○
植
え
込
み
か
ら
３
年
以
内
や
３
年
後
の
再
認
定
の
後
、
手
帳
交
付
者
か
ら
状
態
が
変
動
し
た
こ
と
に
よ
る
再
交
付
の
申
請
が
あ
り
、

障
害
程
度
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
手
帳
の
再
交
付
を
行
う
こ
と
。

そ
の
際
に
は
、
①
３
年
以
内
で
あ
れ
ば
植
え
込
み
時
の
基
準

②
３
年
後
で
あ
れ
ば
再
認
定
の
基
準
を
適
用
す
る
。

○
身
体
活
動
能
力
（
メ
ッ
ツ
）の
値
に
つ
い
て
、
症
状
が
変
化
（重
く
な
っ
た
り
軽
く
な
っ
た
り
）
す
る
場
合
は
、
症
状
が
よ
り
重
度
状
態

（
一
番
低
い
値
）
を
採
用
す
る
。

○
先
天
性
疾
患
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
１
８
歳
未
満
で
心
疾
患
を
発
症
し
た
も
の
と
す
る
。

○
植
込
み
型
除
細
動
器
（
ＩＣ
Ｄ
）を
植
え
込
ん
だ
者
で
あ
っ
て
３
級
又
は
４
級
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
手
帳
交
付
後
に
ＩＣ
Ｄ
が

作
動
し
、
再
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
１
級
と
認
定
す
る
。
た
だ
し
、
再
交
付
か
ら
３
年
以
内
に
再
認
定
を
行
う
こ
と
。
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公益財団法人 日本医療機能評価機構
このマークは

産科医療補償制度の
シンボルマークです

産科医療補償制度の申請期限は

満５歳の誕生日までです

産科医療補償制度は
重度脳性まひのお子様とご家族を支援する制度です

●補償の対象と認定されると、補償金が支払われるとともに、脳性まひ発症の原因分析が行われます。
●詳細については、出産した分娩機関または下記お問い合わせ先までご相談ください。

在胎週数33週以上で出生体重2,000g以上、または在胎週数28週以上で所定の要件

身体障害者手帳１・２級相当の脳性まひ

先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ

●平成２１年１月１日以降に出生したお子様で、次の基準をすべて満たす場合、補償の対象となります。

補償対象

※生後６ヶ月未満で亡くなられた場合は、補償の対象となりません。

※なお、03-5800-2231でもおかけいただくことができます。

お問い合わせ先

産科医療補償制度専用コールセンター 産科医療補償制度ホームページ
http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/0120-330637 受付時間：午前９時～午後５時（土日祝除く）

133

FAYAS
テキストボックス
 関連資料１２



補償対象の基準の詳細や、申請にかかる具体的な手続きなどについては、出産した分娩機関または下記お問い合わせ先までご連絡ください。

産科医療補償制度専用コールセンター

    0120-330637 受付時間：午前9時～午後5時（土日祝除く）

分娩に関連して発症した重度脳性まひのお子様とご家族の経済的負担を速やかに補償するとともに、
原因分析を行い、同じような事例の再発防止に資する情報を提供することなどにより、紛争の防止・早期
解決および産科医療の質の向上を図ることを目的としています。

■ 補償
● 補償金は、一時金と分割金をあわせ総額3,000万円が支払われます。

■ 原因分析・再発防止
● 医学的観点から原因分析を行い、報告書を保護者と分娩機関へ送付します。

● 原因分析された複数の事例をもとに再発防止に関する報告書を作成し、分娩機関や関係学
会、行政機関等に提供します。

産科医療補償制度とは

● 補償対象の認定は、本制度専用の診断書および診断基準によって行います。
身体障害者手帳の認定基準で認定するものではありません。

● 先天性や新生児期の要因に該当する疾患等が重度の運動障害の主な原因であることが明らかで
ない場合は、補償の対象となります。

補償対象について

このマークは
産科医療補償制度の
シンボルマークです

お問い合わせ先

申請できる期間は、お子様の満1歳の誕生日から満5歳の誕生日までです。
※例として、平成21年1月1日生まれのお子様は、平成26年1月1日が申請期限となります。

申請期間について

A402（2）13.07（改） 6000

※なお、03-5800-2231でもおかけいただくことができます。

産科医療補償制度ホームページ
http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/
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